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・製品改良のため、おことわりなく仕様を変更することがありますので 
ご了承ください。 
・特殊仕様の場合は本文の内容と一部異なることがありますがご了承 
ください。 
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１１１１．．．．取取取取        付付付付    
1111....1111        開梱開梱開梱開梱    

(1) 梱包ケースを開け、中から機器を取り出します。 
このとき、機器銘板の確認を行い、注文の製品であるこ
とを確認してください。異なる場合は、弊社営業窓口ま
でご連絡ください。 
(2) 機器に損傷がないか確認してください。損傷が認め
られる場合は、弊社営業窓口までご連絡ください。その
際、梱包ケースは破棄せずに保管しておいてください。 
(3) 機器に強い衝撃を与えないでください。落とす、投
げる、ぶつける、引きずるなどは、強い衝撃を与えるこ
とになります。特に、センサの検出部分には、衝撃を与
えないように十分注意してください。 
  
  
 

 
 

・センサを取り出す際に、落としたり、投げ
たり、傷つけたりしないでください。誤動作
や破損の原因になります。 (図－１参照) 

・センサを取り出す際は、検出部はつかまず、
本体部を持ってください。 

  
  

 
図－１ 取扱図 

  

1111....2222        取付例取付例取付例取付例    

代表的な取付例を図-2に示します。 
    

    
図－２ 取付例 

 

1111....3333    取付方法取付方法取付方法取付方法    

1111....3333.1.1.1.1    ねじねじねじねじ取付取付取付取付    

六角部の対辺は41mmです。モンキーレンチ､プライヤ
などを用いて取り付けてください。また、六角部には
溝がありますので、この溝位置を参考にしてセンサ検
出部の向きを合わせてください。(図－3参照) 

図－３ 検出部 
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(1)テーパねじ取付 
ねじ部にシールテープを巻いて取り付けてください。
(図－4参照) 
 

 
図－４ シールテープ巻付作業 

 
(2) 平行ねじ取付（ＳＧ１０－＊Ｌ） 
付属のガスケットを用いて取り付けてください。(図－
５参照) 
 

図－５ 
 
(3) センサを取り付けるときは、必ず六角部をモンキ
ーレンチなどの工具を用いてねじ込んでください(図
－6参照)。 
センサ取り付け時に、センサハウジングをパイプレン
チやプライヤなどの工具でつかまないでください。セ
ンサ破損の原因になります。 
 

 
図－６ 

1111....3333.2 .2 .2 .2 クランプクランプクランプクランプ取付取付取付取付    

サニタリーヘルールフランジは、クランプを用いて取
り付けてください。 (図－７参照)  
(ガスケットは測定物に適した材質を選択してくださ
い。) 

                                                
   

図－７ サニタリークランプ取付 
 

1111....4444        取付時取付時取付時取付時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項  

 
 
 

  
 

 
 

・センサ検出部のギャップを広げたり、せば
めたりなどの改造は絶対にしないでくださ
い。誤動作や破損の原因になります。(図－８
参照) 

・センサを落とす、ぶつけるなどの衝撃を与
えないでください。（図―１参照） 

・センサ検出部は、必ずタンク内あるいは配
管内へ突出するよう取り付けてください。付
着などにより誤動作の原因となります。(図－
９参照) 

・SG10-0L/1L形のようにG1ねじ取付タイプの
センサは、既設ソケットのサイズがR1などで
ある場合、正しく勘合しませんのでご注意く
ださい。 
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図－８ 不適切な改造・変形  

 
 

 
図－９ 不適切な設置例 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 
 

電磁誘導および誘導雷の影響について 
・他の機器の電磁誘導、および誘導雷の影響
を受けない場所へ設置してください。インバ
ータ、動力線、動力用分電盤などから、電磁
誘導の影響を受けることがあるため、金属遮
蔽を行うか、またはそれらから影響を受けな
い場所に設置してください。 

電気溶接の影響について 
・センサの近くで電気溶接をする場合は、必
ずセンサの配線を全て外してから行ってくだ
さい。サージ・ノイズが混入して、センサが
破損します。 

 

1111....4444.1.1.1.1    タンクタンクタンクタンク・・・・配管配管配管配管へのへのへのへの取付取付取付取付    

(1) タンクへの水平取付の場合、センサ検出部のギャ
ップが液面に対して垂直になるように取り付けてくだ
さい。(六角締め付け部の溝が上か下に位置するよう取
り付けてください。図-１０参照) 

図－１０ 水平取付図 
 
 
(2) 配管に取付の場合は、センサ検出部のギャップが
配管内の液の流れに対して平行になるように取り付け
てください。(六角締め付け部の溝が流れの上流もしく
は下流側に位置するように取り付けてください。図-11
参照) 
さもないと、乱流による影響でセンサギャップ間に空
気だまりが発生し、誤動作の原因になります。(図-12
参照) 
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図－１１ 流れに対する取付 

 
 

 
図－１２ センサ検出部先端側から見た図 

 

1111....4444.2 .2 .2 .2 センサギャップセンサギャップセンサギャップセンサギャップのののの突出突出突出突出    

タンクや配管内にセンサ検出部のギャップが完全に突
出するように取り付けてください。センサ検出部がタ
ンクや配管内に突出していないと、特に粘性のある液
体の場合では誤動作や液切れが悪くなってOFF動作ま
でに時間がかかり、ポンプ空引きなどの原因になりま
す。(図-13参照) 

 
図－１３ 

 
SG形の場合、フォーク先端からタンクまたは配管壁ま
では13mm以上のクリアランスを設けてください。 
特に配管にセンサを取り付ける場合は、センサの先端
と対抗壁側の距離は13mm以上としてください。この距
離が近い場合、液の乱流により誤動作する可能性があ
ります。(図－１４参照) 

 
図－１４ 配管への取付 

 
 
配管など内径が小さく、完全にフォークを突出させて
取り付けることができない場合は、フォーク先端から
少なくとも27mm以上突出するように取り付けてくださ
い。(この場合でもセンサの先端から対抗側壁までのク
リアランスは13mm以上確保してください。図－１５参
照) 
配管取付の場合、少なくとも内径がφ40mm以上の配管
に取り付けてください。 (推奨内径φ57mm以上) 
 

 
図－１５ 
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1111....4444....3333    電線口電線口電線口電線口およびおよびおよびおよびケーブルケーブルケーブルケーブルのののの施工施工施工施工    

(1) ＳＱ、ＳＧ＊１形の場合 
ハウジング部は、約 330 度回転することができます。
ケーブルを伝って水滴が接続プラグ内部へ浸入しない
よう、電線口およびケーブルの施工を行ってください。 
(図－１６、１７参照) 

 
図－１６ ハウジング部分回転可能 

 

図－１７ ケーブル設置例（SQ,SG*1形） 
 
(2)ＳＧ１０形の場合 
結線用コネクタの電線口は、90/180/270/360度の任意
で取り付けることができます。ケーブルを伝って水滴
が接続プラグ内部へ浸入しないよう、電線口およびケ
ーブルの施工を行ってください。(図－１８参照) 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－１８ ケーブル設置例（SG10の場合） 

 
(3) SG10形の保護構造はIP66/IP67ですが、接続プラ
グ部のシール性は頭頂部の取付ビスを締め込むことで
センサ本体部とのシールを保つ構造になっています。
このため、ケーブルを引っ張るなどして接続プラグ部
に無理な力が加わると、本体部と接続プラグの間に隙
間が発生してシール性が失われることになります。(図
－１９参照) 
また、ケーブル自重による影響もあるため、クランパ
などを使用して接続プラグ部にケーブル自重が加わら
ないようにしてください。 

図－１９ 
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２２２２．．．．結結結結    線線線線(SQ(SQ(SQ(SQ形形形形))))    
  
 

 
 

下記センサの結線に関しては、それぞれのセ
ンサに対応する項を参照してください。 
SG10形→３項（P.10） 
SG*1形→4項（P.16） 

 
  
 

 
 

機器の内部または外部の保護接地を切断した
り、保護接地端子の結線を外さないでくださ
い。いずれの場合も、感電または機器の損傷
など危険な状態になります。  

電圧/電流出力中は、電圧/電流出力部および
電圧/電流出力部に接続された回路に手を触
れないでください。 

弊社サービスマン以外は、機器を分解したり
しないでください。 

作業を行う前に結線する電線の電源を切断し
てください。通電状態で行うと、漏電および
機器の発火や破損の可能性があります。 

感電防止のため機器の電源を入れる前に、各
機器の接地端子は、確実に接地(保護接地)し
てください。 

保護接地およびヒューズなどの保護機能に欠
陥があると思われる場合は、機器を動作させ
ないでください。また、機器を動作させる前
には、保護機能に欠陥がないか確認してくだ
さい。 

機器の電源電圧が供給電源の電圧に合ってい
るか必ず確認したうえで、機器の電源を投入
してください。 

電源を投入する前に、結線が正しいか確認し
てください。 

保護接地を確実にしてから、超音波式レベル
センサや外部制御回路への接続をしてくださ
い。 

ノイズが混入する可能性のある場合は、シー
ルドケーブルを使用し、シールドは 1 点接地
としてください。 

ケーブルは、誘導などの影響を避けるため、
動力ケーブルなどからできるだけ離して布設
してください。 
また、必要に応じて金属配管などを使用し、
ノイズ対策を行ってください。 

 

2.12.12.12.1．．．．各部各部各部各部のののの名称名称名称名称とととと機能機能機能機能    

 

図－２０ ハウジング内部配置図 
 
①動作切換スイッチ 
・WET-ON : 接液状態にてON 
・DRY-ON : 非接液状態にてON 
(動作状態詳細は図-２１を参照) 
②動作表示LED 
・ON状態にて点灯 
・OFF状態にて点滅 
・故障時にて消灯 
③端子台 
④電線口 
・M16×1.5ねじ(電線グランド方式) 
・ガスケット内径φ6、φ10の２種類でご使用いただけ
ます。 
        

図－２１ センサ動作状態 
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2222....2222    結線方法結線方法結線方法結線方法    

2222....2222.1 .1 .1 .1 ２２２２線式線式線式線式    

2線式では機器にリレーなどの負荷を介して結線し、負
荷から接点出力などを取り出してください。(図-２２
参照) 
 

図－２２ 
 
  
 

 
 

ＳＱ形を２線式結線でご使用になる際は、必
ずリレーなどの負荷を介して結線をしてくだ
さい。負荷を介さずに電源を投入すると、内
部回路に過電流が流れ、破損します。 

負荷にリレー負荷を使用する場合は、サージ
吸収素子付きリレーのご使用を推奨いたしま
す。(リレー非励磁時の逆起電力を吸収するた
め。) 

直流電源でご使用の場合は、リレー負荷は電
源のマイナス側に接続してください。また、
直流電源用リレーの場合はほとんどのリレー
においてコイルにプラス・マイナスの極性が
ありますので配線に注意してください。 

 
(1) ブリ－ダ抵抗について 
SQ形を2線式で使用する場合、センサを安定に動作さ
せるためにはON動作時にセンサに7.5mA以上(推奨 
10mA以上)の負荷電流を流す必要があります。 
負荷電流が7.5 mA未満のときは、負荷と並列にブリー
ダ抵抗を接続してセンサに7.5 mA以上(推奨10mA以上、
Max. 500mA)の負荷電流が流れるようにしてください。 
ブリーダ抵抗値「R」、およびその抵抗容量「P」は次
式により算出してください。 
 
 
 
 
 

 
残留電圧は負荷電流によって変化します。負荷電流と
残留電圧の関係は表-1の通りです。 
 

表－１ 負荷電流と残留電圧の関係 
負荷電流 残留電圧 
500 mA 2.5 V 

50 mA 4.5 V 

20 mA 6.5 V 
7.5 mA 10 V 

 
〔ブリーダ抵抗参考値〕 
電源電圧AC100V系、AC200V系にて下記に示すリレーを
負荷とした場合のブリーダ抵抗参考値を表-2に示しま
す。 

表－２  ブリーダ抵抗参考値 
リレー形式 
 

MY(OMRON) RY(IDEC) HC(松下)  
HH5*(富士電機)  

抵 抗 値 
 

AC100V～AC120V : 47kΩ, 2W 
AC200V～AC240V : 39kΩ, 7W 

       
 
(2) センサの消費電流について 
SQ形はOFF時でも回路を動作させるための消費電流が
流れます。 (Max. 4.5 mA) 
この消費電流により、OFF時でも負荷に若干の電圧(負
荷残留電圧)が加わり、負荷の復帰不良を起こすことが
あります。(うなりの発生) 
したがって、負荷電流が7.5 mA以上であってもOFF時
の負荷残留電圧が負荷の復帰電圧以下であることをご
確認ください。 
また、センサの消費電流は電源電圧、動作切り替えス
イッチの設定条件などにて若干変化しますので、負荷
残留電圧の確認は実際の動作条件にて行ってください。 
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(3) 推奨リレー 
ブリーダ抵抗なしで使用できるリレーは表-3の通りで
す。 
 
表－３  ブリーダ抵抗なしで使用可能なリレー 
メーカー名 形 式 定格電圧 

ＭＹ形 24V DC 
24V DC ＯＭＲＯＮ社製 

ＭＭ形 
100/200V AC 

ＲＹ形 24V DC 

24V DC ＩＤＥＣ社製 
ＲＲ形 

100/200V AC 

ＨＣ形 24V DC 

ＨＧ形 24V DC 
松下電工社製 

 
 100/200V AC 

HH5*形 24V DC 富士電機社製 
 
 

HH2*形 
 

24V DC 
100/200V AC 

(注) 上記形式であっても、接点構成(極数)によっては
ブリーダ抵抗を必要とする場合があります。ご使用リ
レーの仕様書を必ずご確認ください。 
 
  
 

 
 

PLCとの結線について 
・SQ形は2線式結線ではPLCと直接接続して
使用することはできません。PLCに接続する場
合は、リレー負荷を介してから PLC に接続す
るか、後述の 3 線式結線にて使用してくださ
い。 

 

2222....2222.2 .2 .2 .2 ３３３３線式線式線式線式    

3線式ではON-OFF時に機器の1-4番端子に現れる電圧
出力をPLCなどの機器に入力してください。 
 
(1) ソース(マイナスコモン)タイプPLCとシンク(プラ
スコモン)タイプPLCへの接続についてPLCの主な入力
タイプにはソース(マイナスコモン)タイプとシンク
(プラスコモン)タイプがあります。 
SQ20/30/40/50形はいずれのタイプのコントローラに
も接続可能ですが、入力タイプの違いによって結線方
法が異なります。電源の方向など間違えて結線すると
正しく動作しませんのでご注意ください。 

a) ソース(マイナスコモン)タイプコントローラへ
の接続 (図-２３参照) 
・1番端子：コントローラ入力端子 
・2番端子：+24V DC 
・4番端子：0V DCおよびコントローラCOM端子 
 

図－２３  ソース(マイナスコモン)タイプコントロー
ラへの接続 

 
b) シンク(プラスコモン)タイプコントローラへの
接続 (図-２４参照) 
・1番端子：コントローラ入力端子 
・2番端子：0V DC 
・4番端子：+24V DCおよびコントローラCOM端子 
 

図－２４  シンク(プラスコモン)タイプコントローラ 
への接続 

 
c) その他 
図-２５はＳＱ形センサの入出力部ブロック回路図
です。 
他のコントローラへの接続はこの図を参考に行って
ください。 

 
図－２５  入出力ブロック回路図 
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(2) 1-4番端子間の出力信号について 
1-4番端子間の出力信号詳細は図-２６の通りです。下
記電圧範囲に適したコントローラを選択してください。 
 

図－２６  1-4番端子間の出力信号詳細 
 
  
 

 
 

PLCのループチェックについて 
・PLCのループチェックなどで、電源投入後に
1-4番端子間を短絡しないでください。 
図-２５に示した通り 1-4 番端子間には 1.2k
Ωの抵抗素子が実装されています。電源投入
後に 1-4 番端子間を短絡すると、負荷を介さ
ずに電源を投入した場合と同様となり、内部
回路に過電流が流れてセンサの内部回路が破
損します。 

 

2222....3333    タイマリレータイマリレータイマリレータイマリレーのののの使用使用使用使用についてについてについてについて    

2線式結線で負荷としてタイマリレーを接続すると、復
帰不良やチャタリングなどの誤動作が発生することが
あります。このような場合には、負荷に一般リレーを
使用し、リレー接点出力部にタイマリレーを接続する
ようにしてください。(図-２７参照) 
 
 

図－２７ 

2222....4444    そのそのそのその他他他他    

 
  
 

 
 

サージについて 
・ＳＱ形センサの近くにサージを発生する機
器がある場合は、その発生源にバリスタなど
のサージ吸収素子を取り付けてください。 

残留電圧について 
・ON時のＳＱ形に流れる負荷電流が小さいと、
1-2 番端子間に現れる残留電圧が大きくなり
ます。したがって、動作電流の小さい負荷を
使用される場合は、その動作電圧に十分注意
してください。 

接地について 
・1,2番端子と3番端子間には、ノイズ除去用
のコンデンサが挿入されています。したがっ
て、3番端子もしくは検出部表面は必ずD種以
上の接地を行ってください。(3番端子と検出
部表面は内部で導通しています。) 
また、交流電源にてご使用の場合は感電の恐
れがありますので、必ず 3番端子もしくは検
出部を接地してください。 

インバータからの影響について 
・高キャリア周波数 PWM 制御を用いた低騒音
形インバータをご使用の場合、このインバー
タから発生するノイズの影響によりＳＱ形が
誤動作することがあります。このような場合
はキャリア周波数を下げるかインバータのメ
ーカが推奨する対策方法にしたがってくださ
い。 

瞬時停電について 
・運転中に瞬時停電が発生すると、電源復帰
時に ON - OFF が一瞬切り替わることがあり
ますので注意してください。  

電源投入時の動作について 
・ＳＱ形を２線式で使用する場合、電源を投
入した際に起動電流が流れリレー負荷が瞬間
的にON状態になる場合があります。自己保持
回路を組んでいる場合には電源投入するとON
動作を保持することがありますので注意して
ください。  

 



 - 10 - 

3333．．．．結線結線結線結線(SG10(SG10(SG10(SG10形形形形))))    
 
  
 

 
 

下記センサの結線に関しては、それぞれのセ
ンサに対応する項を参照してください。 
SQ形→2項（P.6） 
SG＊1形→4項（P.16） 

 
  
 

 
 

・作業を行う前に結線する電源は切ってくだ
さい。通電状態で行うと、感電、漏電および
機器の発火や破損の危険性があります。 

・保護接地およびヒューズなどの保護機能に
欠陥がある場合は、機器を動作させないでく
ださい。また機器を動作させる前に、保護機
能に欠陥のないことを確認してください。 

・電源電圧が供給電源電圧範囲に合っている
か確認の上、電源を投入してください。 

 
  
 

 
 

・結線は、必ず付属のプラグを使用してくだ
さい。端子に直接リードをハンダ付けしない
でください。 

・付属プラグの適合ケーブル径はφ8～φ10mm
です。また、接続可能なリードの最大導体断
面積は1.5mm２です。この範囲を考慮の上、ケ
ーブルを選定ください。 

・3線式にてご使用の場合は、必ずシールドケ
ーブルをご使用ください。推奨ケーブルは、M
VVSケーブル 0.5mm２ × 3心です。 

・センサの近くにサージを発生する機器があ
る場合、その発生源にバリスタなどのサージ
吸収素子を取り付けてください。 

・プラグの接地端子(  )あるいは外部接地
端子のどちらか一方は、必ずＤ種以上の良質
な接地を行ってください。(プラグの接地端子
(  )と外部接地端子は内部で導通していま
す。)また、センサ破損の要因になるため、2
点接地は行わないでください。 

・2線式センサは、必ず負荷を介して電源を接
続してください。 
負荷なしで電源を接続すると、内部回路が破
損する可能性があります。 

・2線式センサの開閉容量は20～500 mAです。
接続負荷はこの電流範囲のものを選定してく
ださい。 

・3線式センサの制御出力は500 mA Max.です。 
接続負荷はこの電流範囲のものを選定してく
ださい。 

 

3333.1.1.1.1    結線方法結線方法結線方法結線方法    

3333.1.1 .1.1 .1.1 .1.1 接続接続接続接続プラグプラグプラグプラグのののの構成構成構成構成    

結線は必ず付属の接続プラグをご使用ください。付属
の接続プラグは次の部品により構成されています。(図
－２８参照) 

 
図－２８ 
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3333.1.2 .1.2 .1.2 .1.2 結線方法結線方法結線方法結線方法    

接続プラグから引き込んだケーブルは、次の通り結線
してください。端子配列は次の通りです。(図－２９参
照) 

 
図－２９ 
 

3333.1.2.1 .1.2.1 .1.2.1 .1.2.1 ケーブルケーブルケーブルケーブル加工寸法例加工寸法例加工寸法例加工寸法例    
電線グランドにてケーブルを締め付ける場合は、必ず
ガスケットがケーブルシースを締め付け、シールが保
たれるようにケーブルを加工してください。 
参考として、図-３０に各端子位置に結線した場合のお
およそのケーブル加工寸法を示します。 
 

 

端子位置 Ｌ (mm) 

Ａ ２５ 

Ｂ １８ 

Ｃ １５ 

Ｄ ８ 

 
図－３０ ケーブル加工寸法例 

 
 

 
  
 

 
 

・上記端子位置の記号は実際の端子番号を示
すものではありません。センサの取付方向お
よびグランド方向によってそれぞれの端子位
置に対応する端子番号が変わりますので、こ
れらを考慮の上、ケーブル加工を行ってくだ
さい。 

 
3333.1.2.2 2.1.2.2 2.1.2.2 2.1.2.2 2線式線式線式線式のののの結線結線結線結線    
(1) 接液時にON信号(非接液時にOFF信号)を取り出す
場合は、端子①～②番間に負荷を接続してください。
(図－３１参照) 

 
図－３１ 

 
(2) 非接液時にON信号(接液時にOFF信号)を取り出す
場合は、端子①～③番間に負荷を接続してください。
(図－３２参照) 

 
図－３２ 

 
3333.1.2.3 .1.2.3 .1.2.3 .1.2.3 直流直流直流直流3333線式線式線式線式のののの結線結線結線結線    
(1) WET-ON:接液時にON信号(非接液時にOFF信号)を
取り出す場合は、端子①～③番間に負荷を接続してく
ださい。(図－３３参照) 
 

図－３３ 
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PLCとの接続の場合は、図－３４を参考にして接続して
ください。 
※ただし、ソース(マイナスコモン)タイプのみ 
 

 
図－３４ 

 
(2) DRY-ON:非接液時にON信号(接液時にOFF信号)を
取り出す場合は、端子①～②番間に負荷を接続してく
ださい。(図－３５参照) 

 
図－３５ 

 
PLCとの接続の場合は、図－３６を参考にして接続して
ください。 
※ただし、ソース(マイナスコモン)タイプのみ 

 
図－３６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.23.23.23.2    そのそのそのその他他他他    

(1) 接続プラグの取付 
接続プラグのセンサへの取付は、端子配列および大き
さから一方向のみとなります。 
電線グランドの位置はプラグカバーと端子を組み合わ
せ、90/180/270/360度の4方向から選択してください。
センサを横取付にてご使用の場合は、電線グランドが
下を向くように取り付けてください。また、ガスケッ
トはなくさないよう十分注意し、取付ビスはしっかり
固定してください。 
 
(2) センサ消費電流の影響 (2線式センサ) 
2線式センサはOFF時でも回路を作動させるため、わず
かな電流(3mA Max.)が漏れ、電流として消費されます。
このため接続負荷に電圧が残り、負荷の復帰不良やう
なりがおこることがあります。ご使用前に、この電圧
が負荷の復帰電圧以下であることを確認してください。
また、本センサのON時における開閉容量は20mA以上
です。(Max.500mA) センサON時の消費電流は、20mA
以上となるようにしてください。 
 
(a) センサOFF時の消費電流の影響対策方法 
センサOFF時の消費電流の影響対策として、負荷
と並列にブリーダ抵抗を接続する方法があります。
このブリーダ抵抗を接続することにより、負荷に
流れる漏れ電流をバイパスし、負荷に流れる電流
を減少させ、負荷の電圧を復帰電圧以下にするこ
とができます。 
 

(b) ブリーダ抵抗について 
センサOFF時の負荷に残る電圧が、負荷の復帰電
圧以下になるようブリーダ抵抗値を選択してくだ
さい。また、センサON時には負荷に20mA以上の
電流を流す必要があります。ブリーダ抵抗値およ
び許容電力は次式により算出してください。 
 

図－３７ 
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Ｒ ：ブリーダ抵抗値(ｋΩ) 
ＶＳ  ：電源電圧(Ｖ) 
Ｉ ：負荷電流(mA) 
＊ ：センサON時の残留電圧(Ｖ) 
Ｐ ：ブリーダ抵抗の容量値(mW) 
(実際には計算値の3～5倍以上のＷ数でご使用くださ
い)       
 
[ブリーダ抵抗参考値] 
電源電圧AC100V、AC200Vにて下記に示すリレーを負荷
とした場合のブリーダ抵抗参考値を以下に示します。 
 

表－４ ブリーダ抵抗参考値 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 

 
 

・2線式センサを使用する際は、必ずリレーな
どの負荷を介して結線してください。負荷を
介さずに電源を投入すると、内部回路に過電
流が流れ、破損します。 

・24VのDCリレーの場合、ほとんどブリーダ
抵抗を必要としませんが、ACリレーの場合ほ
とんどがブリーダ抵抗を必要とします。 
また、電源電圧が高くなるほどブリーダ抵抗
値の容量値が大きくなり、発熱の影響が問題
となります。このような場合は、24VのDCリ
レーをご使用ください。 

・負荷にリレーを使用する場合は、サージ吸
収素子付きのリレーのご使用を推奨します。
(リレー非励磁時の逆起電力を吸収するため) 

・リレー負荷を直流電源で使用する場合は、
リレー負荷は電源のマイナス側に接続してく
ださい。 
また、直流電源用リレーの場合はほとんどの
リレーにおいてコイルにプラス・マイナスの
極性がありますので配線に注意してくださ
い。 

・2線式センサは、電源投入と同時に瞬時リレ 
ー接点が切り替わります。このことにより制
御機器などの誤動作が起きないよう対応して
ください。 

・2線式センサは、シーケンサ入力ユニットに
直接接続することはできません。このような
場合は、リレー負荷に接続し、リレー接点出
力をシーケンサ入力ユニットに接続してご使
用されることを推奨いたします。(詳細は３．
４項参照) 

・3線式センサはPNPオープンコレクタ出力の
ため、プラスコモン(シンクタイプ)のシーケ
ンサ入力ユニットに直接接続することはでき
ません。このような場合は、2線式もしくは3
線式センサをリレー負荷に接続し、リレー接
点出力をシーケンサ入力ユニットに接続して
ご使用されることを推奨いたします。(詳細は
３．５項参照) 

 
 

リレー形式 
 

MY(OMRON) RY(IDEC) HC(松下)  
HH5*(富士電機) 

抵 抗 値 
 

AC100V : 8.2kΩ, 5W 
AC200V : 12kΩ, 15W 
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(3) 金属配管の実施 
センサケーブルを動力線、電力線の近くへ布設する場
合、誤動作や破損を防止するため、単独金属配管を実
施してください。 
 
(4) サージについて 
センサの近くにサージを発生する機器がある場合は、
その発生源にバリスタなどのサージ吸収素子を取り付
けてください。 
 
(5) インバータからの影響について 
高キャリア周波数ＰＷＭ制御を用いた低騒音形インバ
ータをご使用の場合、これより発生するノイズでセン
サが誤動作することがあります。このような場合はキ
ャリア周波数の設定を下げるか、インバータのメーカ
ーが推奨する対策方法に従ってください。 
 
(6) 電源投入直後および瞬時停電時の動作について 
2線式結線で負荷にリレーを用いている場合、電源投入
直後および瞬時停電からの復帰直後に一瞬、動作が反
転することがあります。特に、自己保持回路を組んで
いる場合は、電源投入直後および瞬時停電からの復帰
直後に自己保持動作を保持することになりますのでご
注意ください。 
 

3333.3.3.3.3    推奨推奨推奨推奨リレーリレーリレーリレー    

ブリーダ抵抗なしで使用できるリレーは次の通りです。 
 

表－５ 
メーカー名 形 式 定格電圧 

ＭＹ形 24V DC 
24V DC ＯＭＲＯＮ社製 ＭＭ形 

 100/200V AC 
ＲＨ形 

IDEC社製 
ＲＲ形 

24V DC 

富士電機社製 ＨＨ形 24V DC 
ＨＣ形 24V DC 

松下電工社製 
ＨＧ形 24V DC 

(注)上記形式であっても、接点構成(極数)によっては
ブリーダ抵抗を必要とする場合があります。ご使用リ
レーの仕様書を必ずご確認ください。 
 
 
 
 
 
 

3.43.43.43.4    2222 線式線式線式線式センサセンサセンサセンサのののの PLCPLCPLCPLC とのとのとのとの結線結線結線結線にににについついついついてててて    

SG形の2線式センサはPLCと直接接続して使用するこ
とはできません。PLCに接続する場合は、リレー負荷を
介してからPLCに接続(図－３８参照)するか、3線式の
SG10-1□(ただし、マイナスコモンタイプのみ使用可
能)を使用してください。 
 

 
図－３８ 2線式センサのPLCへの結線例 

 
3333.5.5.5.5    3333線式線式線式線式センサセンサセンサセンサののののシンクシンクシンクシンク((((プラスコモプラスコモプラスコモプラスコモ    

ンンンン))))タイプタイプタイプタイプPLCPLCPLCPLCとのとのとのとの結線結線結線結線についてについてについてについて    
 
3線式センサのPNPオープンコレクタ出力を使用する
場合、直接シンク(プラスコモン)タイプPLCに接続す
ることはできません。 
この場合は、3線式センサのPNPオープンコレクタ出力
でリレーを動作させ、リレー接点出力をPLCに取り込
むようにしてください。(図－３９参照) 
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図－３９ 3線式センサのシンク(プラスコモン)タイ

プPLCへの結線例 
 
3333.6.6.6.6    3333線式線式線式線式センサセンサセンサセンサののののループチェックループチェックループチェックループチェックにつにつにつにつ

いていていていて    
 
  
 

 
 

・３線式のセンサ(SG10-1□)において、ルー
プチェックなどでPLC出力端子-0V端子間[1-
3間(WET-ON時)、1-2間(DRY-ON時)]を短絡さ
せると、センサに過電流が流れ、破損します。 
ループチェックを行う場合は、マグネットテ
ストポイントを用いて動作を反転させるよう
にしてください。(詳細は「3.7 結線後の動
作確認について」項を参照ください。) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.73.73.73.7    結線結線結線結線後後後後のののの動作確認動作確認動作確認動作確認についてについてについてについて    

センサ本体のマグネットポイントへ磁石を近づけるこ
とで、センサの動作が反転します。運転前などのルー
プチェックが容易に行うことができます。(図－４０参
照)動作の詳細は以下の通りです。 
 

表－６ 
動作 
モード 
 

センサの
状態 
 

ＬＥＤの
状態 
(通常時) 

ＬＥＤの
状態 
(マグネッ
トを近づ
けた時) 

接液 点灯 点滅 
WET-ON 

非接液 点滅 点灯 
接液 点滅 点灯 

DRY-ON 
非接液 点灯 点滅 

 
 

 
図－４０ 
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4444．．．．結線結線結線結線(SG*1(SG*1(SG*1(SG*1形形形形))))    
  
  
 

 
 

下記センサの結線に関しては、それぞれのセ
ンサに対応する項を参照してください。 
SQ形→2項（P.6） 
SG10形→3項（P.10） 

  
  
 

 
 

・作業を行う前に結線する電源は切ってくだ
さい。通電状態で行うと、感電、漏電および
機器の発火や破損の危険性があります。 

・保護接地およびヒューズなどの保護機能に
欠陥がある場合は、機器を動作させないでく
ださい。また機器を動作させる前に、保護機
能に欠陥のないことを確認してください。 

・電源電圧が供給電源電圧範囲に合っている
か確認の上、電源を投入してください。 

  
 
  
 

 
 

・付属プラグの適合ケーブル径はφ5～φ8mm
です。また、接続可能なリードの最大導体断
面積は2.5mm２です。この範囲を考慮の上、ケ
ーブルを選定ください。 

・3線式にてご使用の場合は、必ずシールドケ
ーブルをご使用ください。推奨ケーブルは、
MVVSケーブル 0.75mm２ × 3心です。 

・センサの近くにサージを発生する機器があ
る場合、その発生源にバリスタなどのサージ
吸収素子を取り付けてください。 

・接地端子(  )あるいは外部接地端子のど
ちらか一方は、必ずＤ種以上の良質な接地を
行ってください。(接地端子 (   )と外部接
地端子は内部で導通しています。) 
また、センサ破損の要因になるため、2点接地
は行わないでください。 

・２線式センサは、必ず負荷を介して電源を
接続してください。負荷なしで電源を接続す
ると、内部回路が破損する可能性があります。 

・２線式センサの開閉容量は20～500 mAです。
接続負荷はこの電流範囲のものを選定してく
ださい。 

・３線式センサの制御出力は 500 mA Max.で
す。接続負荷はこの電流範囲のものを選定し
てください。 

・リレー出力式センサの接点定格および故障
率は、以下の通りです。 
250V 5A AC Max.  
60V 1.5A DC Max.  
30V 5A DC Max.  
故障率(P水準)；5V 10mA DC 
接続負荷はこの定格内のものを選定くださ
い。 

 

4.14.14.14.1    結線方法結線方法結線方法結線方法 

4444.1.1 .1.1 .1.1 .1.1 ケーブルケーブルケーブルケーブル配線方法配線方法配線方法配線方法    

センサの端子は全て裸線入線方式(2.5mm２ Max.)とな
っていますので、接続ケーブルの端末は絶縁被覆を剥
がした裸の心線部を端子に挿入して締め付けてくださ
い。 
圧着端子を使用される場合は、差込型圧着端子(SP-1､
富士端子工業など)を使用してください。 
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4444.1.2 .1.2 .1.2 .1.2 内部配置内部配置内部配置内部配置    

図－４１ 内部配置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4444.1.3.1.3.1.3.1.3    結線方法結線方法結線方法結線方法    

 

 
図－４２ 結線図 
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・２線式センサの負荷として使用するリレー
は、ACリレーの場合、大半のリレーがブリー
ダ抵抗を必要とします。また、電源電圧が高
くなるほどブリーダ抵抗値の容量値が大きく
なり発熱の影響が問題となります。このよう
な場合は、24V DC 電源とし、負荷として DC
リレーをご使用ください。(4.2.1 2線式セン
サの注意事項(1)を参照) 

・３線式センサは PNP オープンコレクタ出力
のため、プラスコモン (シンクタイプ)のシー
ケンサ入力ユニットに直接接続することはで
きません。このような場合は、２線式もしく
は３線式センサにリレー負荷を接続し、負荷
の接点出力をシーケンサに接続する、あるい
はリレー出力式センサのご使用を推奨いたし
ます。 

 
 

4444.2 .2 .2 .2 結線時結線時結線時結線時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

4444.2.1 2.2.1 2.2.1 2.2.1 2線式線式線式線式センサセンサセンサセンサのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

 
  
 

 
 

・２線式センサを使用する際は、必ずリレー
などの負荷を介して結線してください。負荷
を介さずに電源を投入すると、内部回路に過
電流が流れ、破損します。 

・負荷にリレーを使用する場合は、サージ吸
収素子付きのリレーのご使用を推奨します。 
 (リレー非励磁時の逆起電力を吸収するた
め。) 

・リレー負荷を直流電源で使用する場合は、
リレー負荷は電源のマイナス側に接続してく
ださい。 
また、直流電源用リレーの場合はほとんどの
リレーにおいてコイルにプラス・マイナスの
極性がありますので配線に注意してくださ
い。 

 
 
 

 
(1) センサ消費電流の影響 
２線式センサはOFF時でも回路を作動させるため、わ
ずかな電流(3mA Max.)が漏れ電流として消費されます。
このため接続負荷に電圧が残り、負荷の復帰不良やう
なりがおこることがあります。ご使用前に、この電圧
が負荷の復帰電圧以下であることを確認してください。
また、本センサのON時における開閉容量は20mA以上
です。 
センサON時の消費電流は、20mA以上となるようにして
ください。 (ただし、最大電流500mAを越えないよう
にしてください。) 
 
(a) センサOFF時の消費電流の影響対策方法 
センサOFF時の消費電流の影響対策として、負荷と
並列にブリーダ抵抗を接続する方法があります。こ
のブリーダ抵抗を接続することにより、負荷に流れ
る漏れ電流をバイパスし、負荷に流れる電流を減少
させ、負荷の電圧を復帰電圧以下にすることができ
ます。 
 
(b) ブリーダ抵抗について 
センサOFF時の負荷に残る電圧が、負荷の復帰電圧
以下になるようブリーダ抵抗値を選択してください。
また、センサON時には負荷に20mA以上の電流を流
す必要があります。 
 

図－４３ ブリーダ抵抗の接続 
 
ブリーダ抵抗値「R」、およびその抵抗容量「P」は次
式により算出してください。 
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[ブリーダ抵抗参考値] 
電源電圧AC100V、AC200Vにて下記に示すリレーを負荷
とした場合のブリーダ抵抗参考値を表－７に示します。 
 

表－７ ブリーダ抵抗参考値 
リレー形式 
 

MY(OMRON), RY(IDEC),HC(松下), 
HH5*(富士電機) 

抵抗値 
 

AC100V : 8.2kΩ, 5W  
AC200V : 12kΩ, 15W  

 
(c) 推奨リレー 
ブリーダ抵抗なしで使用できるリレーは次の通りで
す。 

表－８ 
メーカー名 形 式 定格電圧 

ＭＹ形 24V DC 
24V DC 

ＯＭＲＯＮ社製 

ＭＭ形 
100/200V AC 

ＲＨ形 ＩＤＥＣ社製 

ＲＲ形 
24V DC 

富士電機社製 ＨＨ形 24V DC 

ＨＣ形 24V DC 松下電工社製 
ＨＧ形 24V DC 

 
ただし、上記形式であっても、接点構成(極数)によっ
てはブリーダ抵抗を必要とする場合があります。ご使
用リレーの仕様書を必ず確認してください。 
 
(2) 電源投入直後および瞬時停電時の動作について 
2線式結線で負荷にリレーを用いている場合、電源投入
直後および瞬時停電からの復帰直後に一瞬、動作が反
転することがあります。特に、自己保持回路を組んで
いる場合は、電源投入直後および瞬時停電からの復帰
直後に自己保持動作を保持することになりますので注
意してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) PLCとの結線について 
SG形の2線式センサはPLCと直接接続して使用するこ
とはできません。PLCに接続する場合は、リレー負荷を
介してからPLCに接続(図－４４参照)するか、3線式
(マイナスコモンタイプのみ) もしくはリレー接点出
力タイプセンサを使用してください。 

 
図－４４ 2線式センサのPLCへの結線例 
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4444....2.2 32.2 32.2 32.2 3線式線式線式線式センサセンサセンサセンサのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

(1)シンク(プラスコモン)タイプPLCへの接続について 
3線式センサのPNPオープンコレクタ出力を使用する
場合、シンク(プラスコモン)タイプPLC に直接続する
ことはできません。 
この場合は、3線式センサのPNPオープンコレクタにリ
レーを接続し、リレーの接点をPLCに取り込むように
してください。(図－４５参照) 
 

 
図－４５ 3線式センサのシンク(プラスコモン)タイプ 

PLCへの結線例 
 
(2) センサのループチェックについて 
 
  
 

 
 

・３線式のセンサ(SG21-10,SG31-10,SG41-1
□,SG51-1□)において、ループチェックなど
で 3-4 番端子を短絡させると、センサに過電
流が流れ、破損します。 
ループチェックを行う場合は、マグネットテ
ストポイントを用いて動作を反転させるよう
にしてください。 
 (詳細は「4.3 結線時の動作確認について」
項を参照ください。) 

 

4444.2.3 .2.3 .2.3 .2.3 そのそのそのその他他他他    

  
 

 
 

・ノイズが混入する可能性がある場合はシー
ルドケーブルを使用し、シールドは 1 点接地
としてください。 

・センサケーブルは、誘導などの影響を避け
るため、動力ケーブルなどからできるだけ離
して布設してください。 
また、必要に応じて、金属配管などを使用し、
ノイズ対策を行ってください。 

・センサの近くにサージを発生する機器があ
る場合は、その発生源にバリスタなどのサー
ジ吸収素子を取り付けてください。 

インバータからの影響について 
・高キャリア周波数ＰＷＭ制御を用いた低騒
音形インバータをご使用の場合、これより発
生するノイズでセンサが誤動作することがあ
ります。このような場合は、インバータのキ
ャリア周波数の設定を下げるか、インバータ
のメーカーが推奨する対策方法にしたがって
ください。 
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4.34.34.34.3    結線時結線時結線時結線時のののの動作確認動作確認動作確認動作確認についてについてについてについて 

センサ本体のマグネットポイントへ磁石を近づける  
ことで、センサの動作が反転します。(図－４６参照) 
運転前などのループチェックが容易に行うことができ
ます。 
動作の詳細は表－９の通りです。 

 
図－４６ マグネットポイント 

 
表－９ 

動作 
モード 
 

センサの
状態 
 

ＬＥＤの
状態 
(通常時) 

ＬＥＤの
状態 
(マグネッ
トを近づ
けた時) 

接液 点灯 点滅 
WET-ON 

非接液 点滅 点灯 
接液 点滅 点灯 

DRY-ON 
非接液 点灯 点滅 

 
 

5.5.5.5.設定方法設定方法設定方法設定方法    
(SG*1(SG*1(SG*1(SG*1形形形形))))        

 
  
 

 
 

・２線式のセンサ(SG21-00,SG31-00,SG41-0
□,SG51-0□)は、電源投入と同時に瞬時リレ
ー接点が切り替わります。このことにより制
御機器などの誤動作が起きないよう対応して
ください｡ 

 
センサの動作モードおよび遅延時間は、内部の動作モ
ード切替スイッチを切り替えることにより設定できま
す。 
動作モード切替スイッチによって、「Wet On Mode」、
「Dry On Mode」の設定と「動作遅延時間(ディレータ
イム)」の設定を用途に合わせて行ってください。 
・Wet On Mode ： 接液時にON信号(非接液時にOFF信
号)を取り出す動作。 
・Dry On Mode ：非接液時にON信号(接液時にOFF信
号)を取り出す動作。 
・動作遅延設定：液位検出動作を一定時間遅らせて、
波立ちなどの影響によるチャタリングを防止する機
能です。 
 

 
図－４７ 設定パネル部説明図 
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図－４８ 動作モード切替スイッチ説明図 

 
 
  
 

 
 

・電源を投入したままスイッチを切り替える
と、数秒間切り替え以前の動作を保持するこ
とがあります。電源 OFF にて切り替えを行う
か、切り替え後30秒程度待機してから本運転
するようにしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.6.6.6.取扱上取扱上取扱上取扱上のののの    
注意事項注意事項注意事項注意事項    

(1)付着について 
  
 

 
 

・付着性の高い液体で使用する場合は、定期
的に付着物を取り除いてください。 

・高粘度の液体を測定される場合、接液から
非接液状態に変化したときの応答速度は若干
遅くなる傾向があります。しかし、非接液か
ら接液状態への応答速度には問題ありませ
ん。 

・ＳＱ形において、下図のようにセンサギャ
ップの底部より 7mm までの付着に対しては、
動作に影響はありません。（図－４９参照） 

 
図－４９ 

 
(2)その他 

  

 
 

 
・ＳＱ形は、気泡、過飽和水溶液内の結晶、
固形物、その他スラッジなどを多く含む液体
など、超音波を反射・減衰させる液体には使
用できません。 

・ＳＱ形を超音波洗浄器など、超音波の介在
する液体での使用は避けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


